
従業員とのかかわり
従業員が業務を通じて、働きがいと成長を実感できる企業を目指してまいります。

当社グループにおける働き方改革は、労働時間の単なる削減にとどまるのではなく、従業員一人ひとりの「働きがい

の向上」を図っていく中で、生産性の向上を目的としています。そのため、従業員の主体性や挑戦意欲を引き出し、

「誠意・熱意・創意」を育む風土を創り、個人の幸せと会社の持続的成長の両立を実現してまいります。

重点戦略－人材育成・働き方改革－

▶「働きがい」の継続的な向上
　・「働きがい」の可視化と、その向上に向けた継続的な取り組み

　・「人生100年時代」を見据えた人材の活躍環境の整備および第2の人生設計支援（働き方、生き方の多様化促進）

　・多様で柔軟かつ時間意識の高い働き方の定着に向けた取り組み

働き方の可視化（働きがい指標）
●外部機関によるエンゲージメント・サーベイ（従業員のやりがい度調査）の結果をKPIに

人材確保
戦略的中途採用の推進
（デジタル人材/グローバル人材など）

ダイバーシティ

多様な人材が活躍できる職場づくり

一人ひとりの個性を尊重（バイアスの排除）
ジェンダー格差解消

ワークライフバランス
働き方の多様性を推進

人材育成/人事制度

一人あたりの労働時間の削減

働きがいの向上

若手社員への面談
育成目的の評価制度
　→　複線型資格等級制度
教育研修制度
　→　階層別研修
　　　部門別強化研修（2021年開始）
　　　選抜型研修（検討中）

人権の尊重
ハラスメント対策
内部通報制度の実効性を高める施策
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エンゲージメント・サーベイの実施　
エンゲージメント・サーベイを2020年と2021年の2回実施してきました。1回目
は調査実施と結果の分析を行い、2021年度の年間活動計画の中にアクションプ
ランとして盛り込み、エンゲージメント向上に取り組みました。2回目は、2021年
度の活動途中での調査実施となり、結果は1回目と変わらない評価となりました
が、引き続きアクションプランが確実に実行されていることを定期的に確認し、そ
の結果をレビューすることにより、2022年の年間活動計画に繋げております。
今後は、エンゲージメントの結果をKPIに盛り込み、より効果的な施策を検討し、
実施することで、従業員の働きがいに繋がる活動に取り組んでいきます。
※エンゲージメント…企業と従業員との前向きな関係のこと。従業員の一人ひとりが目標を確
実に理解することで、自分の力を自発的に発揮しようとする意欲を生み出します。

基本的な考え方
基本的な考え方

■ｎ－ヘキサン　■メタクリル酸メチル　■アクリル酸メチル　■その他
　　排出量削減率（2019年度基準）

環境負荷低減に向けた取り組み

当社グループでは、事業活動の中で多くのエネルギー、化学物質、水質源などを使用しており、環境に対してさまざまな

影響を与えることから、事業活動に伴う環境負荷の低減活動を行っております。

活動の基盤である環境コンプライアンスについては、各国および地域における環境関連の法令遵守を徹底しておりま

す。加えて、継続的な教育や監査の実施を通して、従業員に法令遵守の重要性を浸透させています。一方、地域住民の

方 と々定期的にコミュニケーションを図ることにより、住民の方々への環境配慮を心掛けております。

2021年度においては、重大な環境コンプライアンス違反件数はゼロでした。引き続き、地域住民の方々へ安全・安心を

提供し、地球環境に配慮した活動を続けていきます。

産業廃棄物の排出抑制

当社グループでは、環境負荷のさらなる低減に向け、3R(リデュー
ス、リユース、リサイクル）活動を展開しています。これにより、産業
廃棄物の発生量を抑制するとともに、発生した廃棄物の分別を徹
底し、廃棄物の再資源化を増やすことで、限りある資源の有効活用
を目指しています。これまで、副生油処理システムによる廃油の燃
料化、廃溶剤のボイラー燃料化を行い、社内の再資源化を進めて
います。2021年度については、新規廃溶剤のボイラー燃料の計画
を進めていますが、計画以上に廃溶剤の発生量が増加したことに
よる外部処理廃油の増加で再資源化率は前年度比1.6ポイント減
の19.9%となっています。今後の取り組みとしては、廃油の処理方
法の検討を行い、資源循環を意識した活動に取り組んでいきます。

PRTR制度対象化学物質排出量の削減

環境負荷低減の一環として、事業を通じて生じる化学物質を適正
に管理し、排出量の削減を進めています。この取り組みとして、日
本化学工業協会の自主的なPRTR調査に参加し、化学物質の環
境への排出量の削減に取り組んでいます。これまでの削減施策と
して、屋外タンクやプラントの脱臭設備強化に取り組みました。
2021年度については、排出量削減率は対前年度比１.４ポイント
増となりました。今後の取り組みとしては、VOC燃焼設備の2024
年度導入を計画し、さらなる排出量の削減に努めてまいります。
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大気汚染防止

当社グループは、これまでにボイラーや焼却炉の適正運転を進

めるなどの対策を通じて、大気汚染の防止に注力してきました。

そして、大気への有害物質の排出削減をさらに進めています。今

後も引き続き排出装置の監視を継続的に行うとともに、排出の

削減に努めてまいります。

水質汚染防止

当社グループは、排水処理の継続的監視を行い、法規制値を遵

守することで、水質汚染の防止に尽力しています。特に、活性汚

泥処理施設や廃水焼却炉の適正な運転を進めることで、水域へ

の環境負荷低減に継続的に取り組んでいます。

規制値を十分下回っており、今後も引き続き監視を継続しなが

ら、削減に努めてまいります。

再資源化率 2021年度実績  19.9％ 2024年度目標  25％以上

排出量削減率（対2019年度） 2021年度実績  4.5％ 2024年度目標  60％以上
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